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再現性のある次のような結果を得ることができたO 測定した温度範囲は， 10-3 ヘルツの超低周波まで
の測定法の開発により 120Kまで拡大できた。
誘電分散は低温領域まで単分散であり，静的誘電率は c 軸方向にはキューリー・ヴアイス則， c軸
に垂直な方向にはキューリー則が成り立ち，誘電的異方性は低温へ行くにしたがって大きくなる。又
H を D に替える効果は見かけのキューリー・ヴアイス温度にのみ現われた。























これらの努力により，六方晶氷の c 軸に平行 および垂直方向の誘電率にこれまで考えられていた以
上の大きい異方性が存在することが明らかになった。
これらの実験結果を整理するために Paulingの統計モデルを改良した方法により結晶内水分子の配
向分極に対する統計熱力学的解析を行ない，誘電率の温度依存性を示す表式を導いてその式に現われ
る分子論的意義を明らかにした。そして静的誘電率の異方性が水分子の双極子間相互作用に由来する
こと，またその誘電的性質が陽子の格子内移動に基づく陽子半導体的挙動ではなく，局在した水分子
の配向によってもたらされるものとの結論に達した。以上のように河田君の研究は氷の誘電的性質と
その基因を明らかにし 氷の性質を理解する上に重要な結論を導いたもので，本論文は理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認められる。
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